
新型コロナウイルスが全世界を席巻している状況のなか、志の高い仲間達と共にGFLに加入し、

未知の世界に飛び込むことは、当時１年生の自分にとって大きな挑戦であり、また不安に満ちた

体験でした。

GFL活動のほとんどの講義や行事は、新型コロナウイルスによりオンラインでの開催でしたが、

私たちの向上心や探求心が変わることはありませんでした。

画面越しでの Global Awareness や Intensive English といった外国人教員による特

別英語講義でしっかり英語力を鍛え上げ、1年次の春休み中に参加した国際センター主催のウー

ロンゴン大学（オーストラリア）へのオンライン留学でも、これまでになかった新鮮な留学を体験す

ることができました。様々な活動において、その様式がこれまでと一変したとはいえ、GFL生たち

の国際・異文化交流への情熱は全く途絶えることはなく、より一層強くなっていると感じています。

コロナ禍の中でもGFL生たちが積極的に多方面にわたり行動し、模索しながら高い目標を目指

す姿は本当に素晴らしいと思います。皆さんもぜひ、この志の高い仲間が集うGFLへ加入し、将

来に向けて一緒に挑戦していきませんか？
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